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『
水
滸
伝
』
文
簡
本
の
泣
き
描
写

石
川
　
就
彦

一
　
序
言

　

明
代
長
篇
白
話
小
説
『
水
滸
伝
』
に
は
数
多
く
の
泣
き
描
写
が
描
か
れ
る
。
特
に
梁
山
泊
の
首
領
で
あ
る
宋
江
の
泣
き
ぶ
り
は
目
立
つ
。
そ
の

姿
は
『
三
国
志
演
義
』
の
劉
備
、『
西
遊
記
』
の
三
蔵
玄
奘
等
と
も
共
通
す
る
。
宋
江
に
限
ら
ず
、『
水
滸
伝
』
で
描
か
れ
る
感
情
表
現
は
、
人
物

像
の
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
明
末
清
初
に
編
ま
れ
た
全
七
十
回
の
金
聖
嘆
批
評
『
水
滸
伝
』（
以
下
、「
金
聖
嘆
本
」）

で
は
、
泣
き
描
写
の
人
物
像
へ
の
影
響
を
意
識
し
た
改
変
が
散
見
さ
れ
る1

。
し
か
し
、『
水
滸
伝
』
諸
版
本
に
お
け
る
感
情
表
現
と
そ
の
人
物
像

へ
の
影
響
関
係
を
論
じ
た
研
究
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い2

。

　
『
水
滸
伝
』
の
版
本
研
究
は
日
中
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
版
本
系
統
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
版
本
は
テ
キ
ス
ト
の
詳
細

な
「
文
繁
本
」
と
簡
略
な
「
文
簡
本
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
文
簡
本
は
文
繁
本
の
テ
キ
ス
ト
を
削
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
調
査
に
よ
り
、
版
本
の
発
展
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
文
簡
本
に
お
け
る
泣
き
描
写
の
改
変
状
況
の
調
査3

か
ら
、
文
繁
本
か
ら
文
簡
本
へ
の
発
展
過
程
に
お
け
る
泣
き
描
写
の
扱
わ
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れ
方
、
更
に
は
そ
の
意
図
や
効
果
、
価
値
に
つ
い
て
の
考
察
を
目
的
と
す
る
。

二
　『
水
滸
伝
』
文
簡
本
諸
版
本

　
『
水
滸
伝
』
文
繁
本
は
大
き
く
「
百
回
本
」「
百
二
十
回
本
」「
七
十
回
本
」
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
文
簡
本
は
百
回
本
を
基
に
し
た
も
の
と

さ
れ
て
お
り4

、
百
回
本
の
内
容
に
征
田
虎
故
事
と
征
王
慶
故
事
と
を
加
え
て
成
立
し
た
。
田
虎
王
慶
故
事
（
以
下
、「
田
王
故
事
」）
が
『
水
滸

伝
』
の
物
語
と
し
て
本
格
的
に
取
り
込
ま
れ
た
の
は
文
簡
本
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
文
簡
本
か
ら
着
想
を
得
て
田
王
故
事
を
全
二
十
回
（
第
九
一

回
か
ら
第
一
一
〇
回
）
に
ま
と
め
て
成
立
し
た
も
の
が
百
二
十
回
本
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
現
存
す
る
文
繁
本
中
最
古
の
完
本
で
あ
る
「
容
与
堂
本
」（
以
下
、「
容
本
」「
容
」）
を
用
い
る5

。
し
か
し
、
本
稿
で
使
用
す
る
文
簡

本
「
評
林
本
」
の
刊
行
年
（
一
五
九
四
）
が
容
本
の
刊
行
年
（
一
六
一
〇
）
に
先
行
す
る
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
に
、
本
稿
で
使

用
し
た
文
簡
本
三
種
の
書
誌
情
報
を
示
す
。

①
『
水
滸
志
傳
評
林
』（
以
下
、「
双
峰
堂
本
」「
双
本
」「
双
」）

　

全
二
十
五
巻
。「
京
本
増
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
伝
評
林
」。
現
存
す
る
完
本
の
文
簡
本
中
最
古
で
あ
る
。
祖
本
に
「
パ
リ
本
」
が
あ

る
。
第
三
一
回
以
降
回
数
表
示
が
な
く
な
る
。
書
肆
の
余
象
斗
に
よ
り
刊
行
。
巻
頭
に
「
萬
暦
甲
午
歳
（
万
暦
十
二
年
、
一
五
九
四
）
臘
月

吉
旦
序
」
と
あ
り
容
本
に
先
行
し
、
本
文
は
容
本
と
近
い
と
さ
れ
る6

。
日
光
輪
王
寺
慈
眼
堂
天
海
藏
所
蔵
。『
古
本
小
説
叢
刊
』（
第
十
二

輯
、
全
三
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）
を
使
用
。

②
『
水
滸
忠
義
志
傳
』（
以
下
、「
劉
興
我
本
」「
劉
本
」「
劉
」）

　

全
二
十
五
巻
百
十
五
回
。
書
肆
の
劉
興
我
に
よ
り
刊
行
。
巻
頭
の
「
叙
水
滸
忠
義
志
傳
」
末
尾
に
「
戊
辰
長
至
日
清
源
汪
子
深
書
于
巣
雲

山
房
」
と
あ
り
、「
戊
辰
」
は
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）
だ
と
推
定
さ
れ
る7

。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
双
紅
堂
文
庫
所
蔵
。
本
文
は
双

本
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る8

。『
古
本
小
説
叢
刊
』（
第
二
輯
、
全
二
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
を
使
用
。



─ 43─（200）

③
『
二
刻
英
雄
譜
』（
以
下
、「
二
本
」「
二
」）

　

全
二
十
巻
百
十
回
。「
精
鐫
合
刻
三
国
水
滸
全
伝
」。
刊
行
は
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
―
一
六
四
四
）
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る9

。
上
下
二
段

か
ら
な
り
、
上
段
は
『
水
滸
伝
』、
下
段
は
『
三
国
志
演
義
』
で
あ
る
。
本
文
は
双
本
に
近
似
す
る
と
さ
れ
る10

。
筑
波
大
学
、
京
都
大
学
、

内
閣
文
庫
所
蔵
の
三
種
の
う
ち
、
原
刻
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る11

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
使
用12

。

　

文
簡
本
に
は
、
百
回
本
に
無
い
泣
き
描
写
の
追
加
や
、
泣
き
描
写
の
削
除
が
多
く
見
ら
れ
た
。
第
三
章
で
は
前
者
を
、
第
四
章
で
は
後
者
を
扱

う
。
但
し
、
第
三
、
四
章
の
調
査
は
百
回
本
と
共
通
す
る
内
容
の
み
に
限
り
、
田
王
故
事
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
論
じ
る
。

三
　
文
簡
本
で
追
加
さ
れ
た
泣
き
描
写

　

本
章
で
は
文
簡
本
が
追
加
し
た
泣
き
描
写
に
つ
い
て
論
じ
る
。
調
査
の
結
果
、
容
本
に
無
い
泣
き
描
写
の
う
ち
、
文
簡
本
三
種
全
て
に
存
在
す

る
も
の
は
十
四
箇
所
、
劉
本
の
み
に
存
在
す
る
も
の
は
六
箇
所
で
あ
っ
た
。
次
の
【
表
Ａ
】
に
該
当
場
面
を
示
し
た
。
尚
、
本
稿
の
表
中
の
「
資

料
番
号
」
は
本
章
で
引
用
す
る
際
に
附
し
た
番
号
と
共
通
し
て
お
り
、
引
用
す
る
資
料
に
は
表
中
の
資
料
番
号
上
に
「
※
」
を
附
し
た
。
ま
た
、

本
稿
で
示
す
回
数
は
言
及
が
無
い
限
り
全
て
容
本
に
基
づ
く
こ
と
と
す
る
。

【
表
Ａ
】
泣
き
描
写
改
変
状
況
一
覧
表　

〔
凡
例
〕
〇
＝
泣
き
描
写
有　

×
＝
泣
き
描
写
無　

◎
＝
他
の
二
種
と
異
な
る
泣
き
描
写
有　

●
＝
三
種
共
に
異
な
る
泣
き
描
写
有

資
料
番
号

回

双

容

劉

二

動
作
主

場
面

起
因
す
る
心
情
等

三
―
一

二

×

×

〇

×

王
四

少
華
山
か
ら
の
返
書
を
失
く
し
て

焦
り

三
―
二

二
一

〇

×

〇

〇

閻
婆

娘
が
宋
江
に
殺
さ
れ
て

悲
し
み
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三
―
三

三
七

×

×

〇

×

宋
江

穆
弘
に
追
わ
れ
て

恐
怖

三
―
四

三
七

×

×

〇

×

宋
江

穆
弘
に
追
わ
れ
て

恐
怖

※
三
―
五

三
七

〇

×

〇

〇

宋
江
・
役
人

張
順
に
身
ぐ
る
み
を
剝
が
さ
れ
て

恐
怖

三
―
六

四
〇

×

×

〇

×

宋
江
・
戴
宗

刑
場
に
連
行
さ
れ
て

恐
怖
・
悲
し
み

三
―
七

四
三

〇

×

◎

〇

李
逵

母
を
見
失
っ
て

焦
り
・「
孝
」

※
三
―
八

四
四

〇

×

◎

〇

李
逵

母
の
死
を
語
っ
て

悲
し
み
・「
孝
」

※
三
―
九

四
四

〇

×

◎

〇

好
漢
達

李
逵
の
母
の
死
の
話
を
聞
い
て

悲
し
み

三
―
十

五
二

×

×

〇

×

柴
進

伯
父
（
柴
皇
城
）
が
死
ん
で

悲
し
み

三
―
十
一

五
四

〇

×

〇

〇

宋
江

柴
進
の
死
を
確
信
し
て13

悲
し
み
・「
義14

」

三
―
十
二

六
一

〇

×

〇

〇

賈
氏

旅
立
つ
盧
俊
義
に
対
し
て

悲
し
み

三
―
十
三

六
二

〇

×

〇

〇

盧
俊
義

李
固
に
騙
さ
れ
た
と
気
付
い
て

恐
怖

三
―
十
四

六
二

×

×

〇

×

盧
俊
義

冤
罪
を
受
け
た
我
が
身
を
案
じ
て

悲
し
み

三
―
十
五

六
二

●

×

●

●

燕
青

連
行
さ
れ
る
盧
俊
義
を
見
て

悲
し
み
・「
忠
」

三
―
十
六

七
一

〇

×

〇

〇

宋
江

李
逵
を
𠮟
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て

後
悔

三
―
十
七

七
三

〇

×

〇

〇

李
逵

荊
を
背
負
っ
て
宋
江
に
謝
罪
し
て

申
し
訳
無
さ

三
―
十
八

八
三

〇

×

〇

〇

宋
江

仲
間
の
下
士
の
処
罰
を
命
じ
て

悲
し
み
・「
義
」

三
―
十
九

九
四

〇

×

◎

〇

好
漢
達

張
順
の
死
を
知
っ
て

悲
し
み
・「
義
」

三
―
二
十

九
七

〇

×

〇

〇

宋
江

鄭
彪
の
妖
術
に
か
か
っ
て

恐
怖
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ま
ず
追
加
さ
れ
た
泣
き
の
要
因
に
着
目
す
る
と
、「
悲
し
み
」
や
「
恐
怖
」
に
起
因
す
る
泣
き
が
目
立
つ
。
悲
し
み
に
泣
く
描
写
は
『
水
滸
伝
』

全
体
を
通
じ
て
非
常
に
多
い
。
し
か
し
一
方
で
、
恐
怖
に
起
因
し
た
梁
山
泊
好
漢
の
泣
き
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る15

。
以
下
に
追
加
さ

れ
た
恐
怖
に
起
因
す
る
泣
き
描
写
の
一
例
を
示
す
。
尚
、
示
し
た
訳
文
は
容
本
訳
で
あ
る
。

〈
三
―
五
〉
宋
江
が
張
横
に
身
ぐ
る
み
を
剥
が
さ
れ
た
場
面
〔
第
三
七
回
〕

【
容
】　　
宋
江
和
那
兩
個
公
人
抱
做
一
塊　
恰
待
要
跳
水

【
双
・
二
】　　
和　
　
　

公
人
抱　
　
　
哭
恰　

要
跳
水

【
劉
】　　
　
　

和　
　
　

公
人
抱　
　
　
哭
恰　

欲
跳
水

　
　
　
　
　
（
宋
江
と
二
人
の
役
人
は
抱
き
合
っ
て
一
塊
に
な
り
、
跳
び
込
も
う
と
し
た
）

　

一
般
民
衆
が
死
の
恐
怖
に
襲
わ
れ
て
泣
く
描
写
は
『
水
滸
伝
』
内
で
も
非
常
に
多
い
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
戦
争
や
賊
に
襲
わ
れ
た
こ
と

等
に
よ
る
死
の
恐
怖
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
基
本
的
に
敗
北
し
な
い
梁
山
泊
好
漢
が
恐
怖
に
怯
え
て
泣
く
こ
と
が
少
な
い
の
は

妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
〈
三
―
五
〉
の
よ
う
に
、
好
漢
の
命
に
危
険
が
及
ぶ
場
面
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
容
本
は
そ
こ
に
泣
き

描
写
を
加
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
文
簡
本
作
者
は
そ
こ
に
違
和
感
を
覚
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
好
漢
で
あ
ろ
う
と
一
貫
し
て
「
泣
く
の
が

自
然
で
あ
る
」
と
し
て
泣
き
描
写
を
追
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
泣
き
描
写
の
追
加
に
よ
り
、
宋
江
と
盧
俊
義
の
恐
怖
心
が
強
調
さ

れ
、
切
迫
感
が
増
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
劉
本
が
追
加
し
た
恐
怖
に
起
因
す
る
泣
き
描
写
六
箇
所
中
、
五
箇
所
（
双
本
・
二
本
で
は
三
箇
所
中
、
二
箇
所
）
が
宋
江
の
泣
き
で
あ

る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
容
本
で
は
宋
江
を
含
む
梁
山
泊
好
漢
が
恐
怖
で
泣
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
し
か
し
文
簡
本
は
宋

江
が
恐
怖
で
泣
く
描
写
を
五
箇
所
も
追
加
し
た
。
更
に
言
え
ば
、
文
簡
本
が
追
加
し
た
泣
き
描
写
全
二
十
箇
所
中
、
八
箇
所
（
三
種
共
通
五
箇

所
、
劉
本
の
み
三
箇
所
）
が
宋
江
の
泣
き
描
写
で
あ
る
。
そ
の
回
数
は
他
と
比
べ
て
群
を
抜
く
。
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文
簡
本
は
文
繁
本
よ
り
商
業
性
が
強
い
た
め
、「
商
品
」
に
手
を
加
え
る
際
に
読
者
の
嗜
好
や
要
求
に
従
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
泣
き

描
写
の
追
加
に
も
、
作
者
の
価
値
観
を
表
明
す
る
意
図
の
他
に
、
商
業
的
意
図
の
存
在
の
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る16

。

　
『
水
滸
伝
』
に
限
ら
ず
、『
三
国
志
演
義
』
や
『
西
遊
記
』
等
に
お
い
て
も
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
物
は
よ
く
泣
く
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。
主

要
な
長
篇
白
話
小
説
が
同
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
よ
く
泣
く
リ
ー
ダ
ー
像
」
は
当
時
の
小
説
中
の
リ
ー
ダ
ー
像
と
し
て
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
化
し
て
お
り
、
読
者
も
そ
の
よ
う
な
人
物
の
登
場
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
簡
本
は
、
こ
の
風
潮
・
要
求
に
応
じ
て
「
よ
く
泣
く
宋

江
像
」
を
一
層
強
調
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
追
加
さ
れ
た
宋
江
の
泣
き
の
過
半
数
は
「
忠
」「
孝
」「
義
」
と
い
っ
た
通
常
称

揚
さ
れ
る
精
神
に
よ
る
泣
き
で
は
な
く
、
恐
怖
と
い
っ
た
「
弱
く
頼
り
な
い
」
印
象
を
読
者
に
与
え
る
泣
き
で
あ
る
。
文
簡
本
は
、
宋
江
の
泣
き

描
写
の
追
加
に
よ
り
、
単
に
「
よ
く
泣
く
宋
江
像
」
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
恐
怖
に
怯
え
る
「
弱
く
頼
り
な
い
宋
江
像
」

を
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

恐
怖
以
外
に
つ
い
て
も
、
文
簡
本
作
者
が
「
泣
く
の
が
自
然
で
あ
る
」
と
考
え
た
箇
所
に
泣
き
描
写
が
追
加
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。〈
三

―
二
〉
の
閻
婆
が
閻
婆
惜
の
死
に
対
し
て
泣
く
場
面
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。『
水
滸
伝
』
中
の
肉
親
の
死
に
対
し
て
は
、
総
じ
て
泣
き
描
写
が
出

現
す
る
。
娘
を
殺
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
泣
か
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
文
簡
本
作
者
は
不
足
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

泣
き
描
写
の
追
加
は
、
そ
の
起
因
す
る
心
情
を
強
調
す
る
。
総
じ
て
こ
れ
ら
の
泣
き
描
写
の
追
加
は
、
命
の
危
険
に
対
す
る
恐
怖
や
肉
親
・
仲

間
の
死
に
対
す
る
悲
し
み
等
の
比
較
的
強
い
（
作
者
が
「
強
く
あ
る
べ
き
」
と
考
え
る
）
感
情
を
強
調
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
劉
本
は
そ
の
傾
向
が
最
も
強
い
の
で
あ
る
。

　

強
烈
な
感
情
に
起
因
す
る
自
然
な
発
露
と
し
て
の
泣
き
が
意
識
さ
れ
る
一
方
、「
孝
」「
忠
」「
義
」
の
精
神
に
起
因
す
る
泣
き
描
写
も
少
数
な

が
ら
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
〈
三
―
十
八
〉
で
は
、
役
人
を
殺
し
た
兵
士
を
処
刑
す
る
場
面
に
「
忍
淚
」
の
二
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

特
に
宋
江
に
つ
い
て
言
え
ば
、
容
本
で
頻
繁
に
描
か
れ
る
よ
う
な
仲
間
を
思
っ
て
泣
く
姿
よ
り
も
、
文
簡
本
が
描
い
た
恐
怖
に
怯
え
て
泣
く
姿
の

方
が
目
新
し
い
描
写
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

ま
た
、
異
な
る
感
情
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
意
を
大
き
く
変
え
た
箇
所
も
見
ら
れ
た
。
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〈
三
―
八
・
三
―
九
〉
李
逵
が
母
の
死
の
経
緯
を
話
し
て
泣
き
、
そ
れ
を
聞
い
た
好
漢
達
も
泣
く
場
面
〔
第
四
四
回
〕

【
容
】 

李
逵
訴
説
取
娘
至
沂
嶺
被
虎
吃
了
因
此
殺
了
四
虎　
　
　
　

又
説
假
李
逵
剪
徑
被
殺
一
事
衆
人
大
笑
晁
宋
二
人
笑
道　

被
你
殺

了
四
個
猛
虎
今
日
山
寨
裡
又
添
的
兩
個
活
虎
上
山
正
宜
作
慶
衆
多
好
漢
大
喜

【
双
・
二
】	
李
逵
訴
説
取
娘
情
由　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
哭
一
遍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晁
盖
等　
　

曰
我
叫
你
從

容
差
人
去
接
不
致
此
災
言
畢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衆
皆
含
涙
不
已

【
劉
】 

李
逵
訴
説
取
娘
情
由　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
哭
一
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晁
葢
等　
　

曰
我
叫
你
從

容
差
人
去
接
免
有
此
災　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衆
皆
含
涙
不
已

（
李
逵
が
お
っ
か
さ
ん
を
沂
嶺
ま
で
連
れ
て
来
た
が
、
虎
に
食
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
四
頭
の
虎
を
殺
し
た
話
を
し
、
ま

た
、
追
剝
ぎ
の
ニ
セ
李
逵
を
殺
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
と
、
み
な
大
笑
い
し
た
。
晁
蓋
と
宋
江
の
二
人
は
、
笑
い
な
が
ら
言

っ
た
。「
四
頭
の
虎
が
お
ま
え
に
殺
さ
れ
た
が
、
今
日
、
砦
に
ま
た
新
た
に
二
人
の
生
き
た
虎
が
加
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
祝
宴

だ
！
」
好
漢
た
ち
は
大
喜
び
し
）

　

容
本
の
李
逵
は
、「
母
を
食
べ
た
虎
を
殺
し
た
話
」
と
「
偽
の
李
逵
（
李
鬼
）
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
話
」
を
し
て
、
好
漢
達
は
前
者
に
は

反
応
を
示
さ
ず
後
者
に
対
し
て
笑
っ
て
い
る
。
そ
の
上
晁
蓋
と
宋
江
は
、
仲
間
が
増
え
た
と
笑
い
、
皆
で
喜
ん
で
い
る
。

　

一
方
で
文
簡
本
の
李
逵
は
母
の
死
の
み
を
語
っ
て
大
泣
き
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
好
漢
達
は
皆
涙
を
流
す
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
容
本
と
文

簡
本
と
で
は
着
眼
点
が
全
く
異
な
る
こ
と
が
分
か
る17

。
容
本
は
李
逵
の
母
の
死
よ
り
も
李
逵
が
虎
を
殺
し
た
こ
と
に
、
更
に
は
虎
殺
し
の
話
よ
り

も
仲
間
が
増
え
た
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
面
で
は
「
肉
親
の
死
」
よ
り
も
「
聚
義
」
が
高
い
優
先
度
を
有
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
論
じ
な
い
が
、
こ
れ
は
「
義
」
の
精
神
が
儒
教
的
倫
理
観
を
超
越
し
て
い
る
と
も
言
え
る18

。

　

以
上
、
文
簡
本
で
追
加
さ
れ
た
泣
き
描
写
は
、
強
烈
な
感
情
に
起
因
す
る
自
然
な
発
露
と
し
て
の
泣
き
が
主
に
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
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っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
感
情
の
強
さ
が
一
段
と
強
調
さ
れ
、
描
写
の
臨
場
感
も
増
す
。
ま
た
宋
江
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
弱
く
頼
り
な
い
、
よ
く

泣
く
宋
江
像
」
の
強
調
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
文
簡
本
で
共
通
し
て
お
り
、
劉
本
が
最
も
強
い
傾
向
を
示
し
た
。

四
　
文
繁
本
か
ら
削
除
さ
れ
た
泣
き
描
写

　

テ
キ
ス
ト
簡
略
化
の
過
程
に
お
い
て
多
く
の
泣
き
描
写
が
削
除
さ
れ
た
。
本
章
で
は
文
簡
本
が
削
除
し
た
泣
き
描
写
に
つ
い
て
論
じ
る
。
追
加

さ
れ
た
泣
き
描
写
同
様
、
削
除
さ
れ
た
泣
き
描
写
も
多
く
存
在
す
る
。
調
査
に
よ
り
、
全
四
十
箇
所
で
泣
き
描
写
の
削
除
が
確
認
さ
れ
た
。
削
除

さ
れ
た
泣
き
描
写
の
動
作
主
の
内
訳
は
、
宋
江
十
三
箇
所
、
宋
江
を
除
く
梁
山
泊
好
漢
十
箇
所
、
女
性
（
潘
金
蓮
・
潘
巧
雲
・
賈
氏
）
六
箇
所
、

そ
の
他
の
人
物
（
一
般
兵
士
、
一
般
住
民
を
含
む
）
十
一
箇
所
で
あ
っ
た
。
全
体
の
泣
き
描
写
の
回
数
か
ら
考
え
れ
ば
、
宋
江
に
対
す
る
削
除
が

最
も
多
い
の
は
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
泣
き
描
写
の
削
除
意
図
は
主
に
二
つ
の
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
「
物
語
展
開
の
観
点
」
で
あ
る
。
物
語
の
展
開
上
、
必
要
な
い
と
さ
れ
た
た
め
に
削
除
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
兵
士
や

一
般
住
民
を
含
む
、
そ
の
他
の
人
物
の
泣
き
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
像
へ
の
影
響
の
観
点
」
で
あ
る
。
泣
き
描
写
の
追
加
が
人
物
像
の
強
調
の
効
果
を
持
つ
の
と
同
様
、
泣
き
描
写
を

削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
人
物
の
性
質
を
改
変
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
前
章
で
も
取
り
上
げ
た
宋
江
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
す
る
。
削
除
さ
れ
た
宋
江
の
泣
き
を
【
表
Ｂ
】
に
ま
と
め
た
。

【
表
Ｂ
】
文
簡
本
が
削
除
し
た
宋
江
の
泣
き
描
写
一
覧
表　
〔
凡
例
〕
×
＝
該
当
文
無
し

資
料
番
号

回

容
本

双
本

場
面

要
因

四
―
一

二
二

三
人
洒
淚
不
住

×

父
・
弟
と
別
れ
て

孝

四
―
二

三
五

張
社
長
見
了
宋
江
容
顔
不
樂
眼
泪
暗
流

張
社
長
見
宋
江
容
顔
不
樂

故
郷
の
父
を
思
っ
て

孝
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以
上
の
削
除
さ
れ
た
宋
江
の
泣
き
描
写
は
全
て
「
孝
」「
忠
」「
義
」
に
起
因
し
て
い
る
と
分
か
る
。
追
加
さ
れ
た
宋
江
の
泣
き
描
写
の
大
半
が

「
孝
」「
忠
」「
義
」
以
外
の
心
情
に
起
因
す
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
特
に
「
義
」
に
起
因
す
る
泣
き
の
削
除
が
目
立
ち
、「
義
」
を
重
ん
じ
る

宋
江
像
を
意
識
的
に
薄
め
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
宋
江
の
泣
き
描
写
の
追
加
と
削
除
の
傾
向
は
一
貫
し
て

い
る
と
言
え
る
。
前
章
の
調
査
結
果
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
概
し
て
「
親
・
国
・
仲
間
に
対
し
て
泣
く
、
息
子
・
臣
・
首
領
と
し
て
の
宋
江

像
」
を
薄
め
て
、「
弱
く
頼
り
な
い
、
よ
く
泣
く
宋
江
像
」
を
強
く
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

四
―
三

三
七

當
下
衆
人
洒
淚
而
別

各
辞
両
別

穆
弘
等
と
別
れ
て

義

四
―
四

八
三

宋
江
大
哭
一
場
垂
淚
上
馬

×

下
士
を
斬
首
し
て

義

四
―
五

九
四

看
不
分
曉
就
哭
覺
來

×

張
順
の
霊
が
夢
に
出
て

義

四
―
六

九
四

宋
江
在
當
中
證
盟
朝
着
湧
金
門
下
哭
奠

宋
江
當
中
証
盟
朝
着
湧
金
門
下

張
順
を
祀
っ
て

義

四
―
七

九
四

宋
江
親
自
把
酒
澆
奠
仰
天
望
東
而
哭

×

張
順
を
祀
っ
て

義

四
―
八

九
五

宋
江
聽
得
又
折
了
雷
横
龔
旺
兩
箇
兄
弟
淚
如
雨
下
宋
江
又
聽
説
折
却
雷
横
龔
旺
苗
道

成
倪
宣
死
了

雷
横
・
龔
旺
が
死
ん
で

義

四
―
九

九
五

誰
想
今
日
却
死
于
此
處
因
作
詩
一
首
哭
之

誰
想
今
死
嘆
云

劉
唐
の
死
を
悼
ん
で

義

四
―
十

九
七

宋
江
正
哭
之
間

×

項
充
等
が
死
ん
で

義

四
―
十
一

九
七

宋
江
聽
得
又
折
燕
順
馬
麟
扼
腕
痛
哭
不
盡

宋
江
听
説
大
怒

燕
順
・
馬
麟
が
死
ん
で

義

四
―
十
二

九
九

且
説
先
鋒
使
宋
江
思
念
亡
過
衆
將
洒
然
淚
下

×

亡
き
兄
弟
達
を
偲
ん
で

義

四
―
十
三

九
九

宋
江
垂
淚
不
起

×

徽
宗
の
言
葉
に
対
し
て

忠
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五
　
田
虎
王
慶
故
事
に
お
け
る
泣
き
描
写

　
次
に
、
水
滸
物
語
後
半
部
に
描
か
れ
る
田
王
故
事
に
お
け
る
泣
き
描
写
に
つ
い
て
考
察
す
る19

。
先
に
も
触
れ
た
が
、
田
王
故
事
を
水
滸
物
語
に

本
格
的
に
加
え
た
の
は
文
簡
本
が
最
初
で
あ
り
、
百
二
十
回
本
は
文
簡
本
を
参
照
し
た
と
さ
れ
る
。
本
章
で
は
、
文
簡
本
と
百
二
十
回
本
の
田
王

故
事
に
お
け
る
泣
き
描
写
を
比
較
す
る
。
百
二
十
回
本
は
種
々
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
中
で
も
古
い
系
統
の
版
本
と
さ
れ
る
宮
内
庁
書
陵

部
所
蔵
「
徳
山
毛
利
本
」（
以
下
、「
徳
本
」「
徳
」）
を
使
用
す
る20

。

　

文
簡
本
と
百
二
十
回
本
の
間
で
降
将
の
扱
い
に
差
が
あ
る
点
に
つ
い
て
、
笠
井
直
美
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

文
簡
本
は
楊
定
見
本
と
比
べ
た
場
合
、
後
か
ら
降
参
し
て
き
た
将
の
地
位
が
相
対
的
に
高
い
。（
略
）
亡
く
な
っ
た
時
の
供
養
の
さ
れ
方
も

手
厚
い
（
こ
う
い
っ
た
描
写
は
楊
定
見
本
で
は
落
と
さ
れ
、
せ
い
ぜ
い
宋
江
が
大
変
嘆
い
た
、
と
い
っ
た
程
度
に
な
る
）。
つ
ま
り
、
文
簡

本
に
お
い
て
は
賊
軍
か
ら
降
参
し
て
き
た
将
も
、（
降
参
し
な
い
で
死
ん
だ
将
も
、
そ
の
親
玉
田
虎
・
王
慶
さ
え
も
）、
同
じ
好
漢
の
一
人
、

対
等
な
相
手
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
梁
山
好
漢
と
の
質
的
な
相
違
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
と
言
え
よ
う21

。 

　

こ
の
よ
う
に
笠
井
氏
は
、
梁
山
泊
好
漢
と
降
将
の
地
位
や
、
両
者
の
関
係
に
差
異
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
百
二
十
回
本
の
結
義
は
文

簡
本
よ
り
も
閉
鎖
的
・
排
他
的
で
あ
り22

、
百
二
十
回
本
は
「
正
義
の
宋
江
軍
対
悪
の
賊
軍
」
と
い
う
対
立
構
造
を
創
作
し
た
と
述
べ
る23

。
更
に
は

文
簡
本
の
田
王
故
事
の
挿
増
は
、
新
た
に
登
場
す
る
豪
傑
の
話
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
宋
江
の
「
忠
」「
義
」
の
強
調
を
目
的
と
し
て
い

な
い
と
述
べ
る24

。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
田
王
故
事
内
の
泣
き
描
写
で
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
検
証
す
る
。

　

田
王
故
事
に
お
け
る
文
簡
本
の
泣
き
描
写
は
、
全
二
十
七
箇
所
出
現
し
た
。
こ
の
二
十
七
箇
所
の
泣
き
描
写
は
文
簡
本
三
種
に
等
し
く
存
在

し
、
字
句
も
大
体
一
致
す
る
。
人
物
に
目
を
移
す
と
、
宋
江
十
二
箇
所
、
王
慶
三
箇
所
、
孫
安
二
箇
所
、
瓊
英
一
箇
所
等
と
続
く
。

一
方
、
百
二
十
回
本
の
田
王
故
事
に
お
け
る
泣
き
描
写
は
全
四
十
八
箇
所
で
あ
っ
た
。
戦
い
の
描
写
に
か
な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
こ
と
も
あ
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り
、
敗
将
や
一
般
住
民
の
泣
き
描
写
が
多
い
。
人
物
別
に
見
る
と
、
宋
江
の
泣
き
描
写
が
最
多
の
八
箇
所
存
在
し
た
。

　

以
上
か
ら
、
徳
本
と
文
簡
本
で
は
共
通
し
て
宋
江
が
最
も
多
く
泣
く
こ
と
が
分
か
る
。
前
章
ま
で
と
同
様
、
本
章
も
宋
江
に
焦
点
を
当
て
る
。

文
簡
本
田
王
故
事
中
の
宋
江
の
泣
き
描
写
を
次
の
【
表
Ｃ
】
に
示
す
。
尚
、
文
簡
本
の
原
文
は
双
本
に
基
づ
く
。

【
表
Ｃ
】
文
簡
本
田
王
故
事
に
お
け
る
宋
江
の
泣
き
描
写
一
覧
表　
　
〔
凡
例
〕
梁
＝
梁
山
泊
好
漢　
　

降
＝
降
将

　
【
表
Ｃ
】
か
ら
、
梁
山
泊
の
好
漢
に
対
す
る
泣
き
は
僅
か
二
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
以
外
は
全
て
降
将
に
対
し
て
泣
い
た
も
の
で

資
料
番
号

回

文
簡
本
（
双
本
）

対
象

場
面

五
―
一

八
六

宋
江
忽
思
穆
横25

等
被
陥
潸
然
淚
下
曰

梁

捕
ら
え
ら
れ
た
穆
弘
等
を
思
っ
て

五
―
二

八
九

來
見
宋
江
報
説
孫
将
軍
自
引
十
員
将
打
城
陥
死
宋
江
听
得
大
哭
曰

降

孫
安
配
下
の
十
将
の
戦
死
を
聞
い
て

五
―
三

八
九

䔥
譲
讀
畢
宋
江
放
声
大
哭
曰

降

戦
死
し
た
十
将
を
祀
っ
て

五
―
四

九
一

宋
江
見
説
大
哭

梁

魯
智
深
の
行
方
を
案
じ
て

五
―
六

九
九

回
見
宋
盧
二
先
鋒
訴
説
拆
了
任
光
宋
江
不
勝
悲
泣

降

任
光
の
死
を
聞
い
て

五
―
七

一
〇
〇

宋
江
哭
曰
余
将
軍
死
不
辱
君
甘
受
其
戮
是
宋
某
之
罪
食
其
肉
當
報
此

仇
哭
之
不
止
又
報

降

余
呈
が
忠
心
を
貫
い
て
死
ん
だ
と
聞
い
て

五
―
八

一
〇
〇

宋
江
搵
泪
回
入
洮
陽

降

余
呈
を
祀
っ
て

※
五
―
九

一
〇
三

宋
江
正
憂
燕
青
又
得
此
報
掩
面
大
哭
曰

降

孫
安
の
病
死
を
知
っ
て

五
―
十

一
〇
三

令
其
子
孫
岳
掛
孝
擺
列
祭
儀
大
哭
而
祭
哀
動
三
軍

降

孫
安
を
祀
っ
て

五
―
十
一

一
〇
四

宋
江
執
其
手
哭
曰

降

火
傷
を
負
っ
た
曹
洪
を
見
舞
っ
て

五
―
十
二

一
〇
五

两
個
連
人
帶
馬
都
陥
入
溪
裡
溺
死
宋
江
痛
哭
不
已

降

于
茂
の
戦
死
を
聞
い
て
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あ
る
。
徳
本
と
比
較
す
る
と
そ
の
違
い
は
歴
然
で
あ
る
。
文
簡
本
に
お
い
て
、
降
将
の
死
や
負
傷
に
対
す
る
宋
江
の
反
応
は
、
梁
山
泊
好
漢
に
対

す
る
そ
れ
と
大
き
な
差
異
が
無
い
印
象
を
受
け
る
。
続
い
て
徳
本
田
王
故
事
中
の
宋
江
の
泣
き
描
写
を
【
表
Ｄ
】
に
示
す
。

【
表
Ｄ
】
徳
本
田
王
故
事
に
お
け
る
宋
江
の
泣
き
描
写
一
覧
表　
　
〔
凡
例
〕
梁
＝
梁
山
泊
好
漢

　

文
簡
本
と
は
対
照
的
に
、
徳
本
の
宋
江
の
泣
き
は
全
て
梁
山
泊
の
好
漢
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
梁
山
泊
の
好
漢
以
外
に
対
し
て
は
一
度
た
り

と
も
泣
か
な
い
。
宋
江
軍
に
降
り
、
共
に
戦
っ
た
降
将
の
死
に
対
し
て
嘆
く
こ
と
は
あ
る
が
泣
く
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
孫
安
が
病
死
し
た
場
面
を
挙
げ
る
。
文
簡
本
で
は
宋
江
が
孫
安
を
悼
ん
で
大
泣
き
し
て
い
る
。
一
方
で
徳
本
で
は
、
孫
安
の
訃
報
を

受
け
て
泣
く
の
は
宋
江
で
は
な
く
、
孫
安
と
親
交
の
深
い
喬
道
清
で
あ
っ
た
。
尚
、
以
下
二
例
の
訳
文
は
徳
本
訳
で
あ
る
。

資
料
番
号

回

徳
本

対
象

場
面

五
―
十
三

九
三

宋
江
説
到
此
處
不
覺
潸
然
淚
下

梁

兄
弟
達
に
世
話
に
な
っ
た
と
語
っ
て

五
―
十
四

九
五

宋
江
聞
報
大
驚
哭
道

梁

李
逵
を
案
じ
て

五
―
十
五

九
六

不
覺
潸
然
淚
下

梁

李
逵
を
案
じ
て

五
―
十
六

九
七

宋
江
等
衆
人
俱
感
泣
淚
下

梁

兄
弟
た
ち
と
再
会
し
て

五
―
十
七

九
七

宋
江
感
泣
稱
讚

梁

李
逵
等
が
敵
に
屈
し
な
か
っ
た
と
聞
い
て

五
―
十
八

九
八

宋
江
聽
説
滿
眼
垂
淚

梁

魯
智
深
等
を
案
じ
て

※
五
―
十
九

一
〇
八

宋
江
聽
罷
不
覺
失
聲
哭
道

梁

蕭
譲
等
を
案
じ
て

※
五
―
二
十

一
〇
八

宋
江
嗚
咽
答
道

梁

蕭
譲
等
を
案
じ
て
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〈
五
―
九
〉
孫
安
が
病
死
し
た
と
聞
い
た
場
面
〔
徳
本
第
一
一
〇
回
〕

【
双
】	

宋
江
正
憂
燕
青
又
得
此
報
掩
面
大
哭
曰

【
徳
】	

宋
江
悲
悼
不
已
以
禮
殯
殮
葬
于
龍
門
山
側
喬
道
清
因
孫
安
死
了
十
分
痛
哭

（
宋
江
は
深
く
そ
の
死
を
悼
み
、
手
厚
い
礼
を
以
て
そ
の
遺
骸
を
棺
に
納
め
、
竜
門
山
の
ほ
と
り
に
埋
葬
し
た
。
喬
道
清
は
孫

安
に
亡
く
な
ら
れ
て
、
ひ
ど
く
嘆
き
悲
し
み
）

　

更
に
は
、
唐
斌
が
殺
さ
れ
蕭
譲
等
が
捕
ら
え
ら
れ
た
一
報
を
聞
い
た
場
面
で
は
、
宋
江
は
蕭
譲
等
を
案
じ
て
嗚
咽
す
る
が
、
殺
害
さ
れ
た
唐
斌

に
対
し
て
は
一
切
の
言
及
が
無
い
。

〈
五
―
十
九
・
五
―
二
十
〉
唐
斌
が
殺
さ
れ
蕭
譲
・
裴
宣
・
金
大
堅
が
捕
縛
さ
れ
た
と
聞
い
た
場
面
〔
徳
本
第
一
〇
八
回
〕

【
徳
】	

唐
斌
被
縻
貹
殺
死
蕭
讓
裴
宣
金
大
堅
都
被
活
捉
去
（
略
）
宋
江
聽
罷
不
覺
失
聲
哭
道
蕭
讓
等
性
命
休
矣
（
略
）
宋
江
嗚
咽
答
道

（
略
）
我
今
日
特
差
唐
斌
領
一
千
人
馬
護
送
他
三
箇
去
不
料
被
賊
人
捉
擄
三
人
必
被
殺
害

（
唐
斌
は
つ
い
に
縻
貹
に
討
ち
と
ら
れ
、
蕭
譲　

裴
宣　

金
大
堅
ら
は
み
な
い
け
ど
り
に
さ
れ
て
、
つ
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

（
略
）
宋
江
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
思
わ
ず
声
を
出
し
て
哭
き
な
が
ら
、「
蕭
譲
ら
の
命
は
も
う
だ
め
か
」（
略
）
宋
江
は
嗚
咽
し

な
が
ら
、「（
略
）
そ
れ
で
わ
た
し
は
き
ょ
う
わ
ざ
わ
ざ
唐
斌
に
兵
一
千
を
つ
け
て
彼
ら
三
人
を
護
衛
し
て
行
か
せ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
賊
に
と
り
こ
に
さ
れ
よ
う
と
は
。
三
人
は
き
っ
と
殺
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」）

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
徳
本
と
文
簡
本
に
お
け
る
降
将
に
対
す
る
扱
い
の
違
い
は
、
泣
き
描
写
の
分
析
に
よ
っ
て
十
分
補
完
し
得
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
文
簡
本
の
宋
江
は
降
将
を
仲
間
と
認
め
、
そ
の
死
を
激
し
く
悼
む
。
徳
本
の
宋
江
は
梁
山
泊
好
漢
以
外
の
仲
間
の
死
に
は
涙
を
流

さ
な
い
こ
と
か
ら
、
百
二
十
回
本
作
者
は
意
図
的
に
降
将
と
梁
山
泊
好
漢
の
間
に
厳
格
な
隔
た
り
を
作
っ
た
と
言
え
る
。
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両
者
を
比
較
す
る
と
、
宋
江
の
「
義
」
の
適
用
範
囲
に
差
異
が
あ
る
と
言
え
る
。
文
簡
本
の
宋
江
の
「
義
」
の
適
用
範
囲
、
つ
ま
り
仲
間
と
し

て
の
強
い
繫
が
り
が
認
め
ら
れ
る
人
物
に
は
降
将
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
徳
本
は
、
文
簡
本
を
基
に
し
て
田
王
故
事
を
創
作
し
た
も
の
の
、

宋
江
の
「
義
」
の
適
用
範
囲
を
縮
小
し
、
梁
山
泊
好
漢
の
繫
が
り
の
み
を
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
笠
井
氏
が
指
摘
し
た
降
将
の
扱
い

の
違
い
に
つ
い
て
、
宋
江
の
泣
き
描
写
を
比
較
す
る
と
、
宋
江
の
「
義
」
の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
同

様
の
傾
向
が
現
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
作
者
が
泣
き
描
写
に
対
し
て
一
定
の
利
用
価
値
を
見
出
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
泣
き
描
写
を
通
じ
て
、
文
簡
本
作
者
は
降
将
に
対
す
る
寛
容
的
・
包
括
的
態
度
を
、
百
二
十
回
本
作
者
は
非
寛
容
的
・
排
他
的
態
度

を
そ
れ
ぞ
れ
一
貫
し
て
表
明
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

六
　
結
語

　

こ
こ
ま
で
文
簡
本
に
お
け
る
宋
江
の
泣
き
描
写
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
再
度
確
認
す
る
。

　

ま
ず
文
簡
本
が
追
加
し
た
泣
き
描
写
の
大
部
分
は
、
強
烈
な
心
情
に
起
因
す
る
自
然
な
泣
き
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
追
加
さ

れ
た
宋
江
の
泣
き
描
写
か
ら
は
、「
弱
く
頼
り
な
い
、
よ
く
泣
く
宋
江
像
」
を
印
象
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
垣
間
見
え
る
。
一
方
で
削
除
さ
れ

た
宋
江
の
泣
き
描
写
か
ら
は
、「
親
・
国
・
仲
間
に
対
し
て
泣
く
、
息
子
・
臣
・
首
領
と
し
て
の
宋
江
像
」
を
薄
め
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ

る
。
更
に
田
王
故
事
中
の
宋
江
の
泣
き
描
写
を
比
較
す
る
と
、
文
簡
本
で
は
ほ
と
ん
ど
が
降
将
に
対
し
て
泣
く
一
方
で
、
百
二
十
回
本
で
は
梁
山

泊
好
漢
に
対
し
て
の
み
泣
く
。
つ
ま
り
、
宋
江
の
「
義
」
の
適
用
範
囲
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
作
者
が
泣
き
描
写
に
一
定
の

価
値
を
認
め
、
自
ら
の
態
度
を
大
い
に
表
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
表
れ
で
あ
る
。

　

感
情
表
現
、
特
に
泣
き
描
写
を
利
用
し
て
自
ら
の
価
値
観
を
表
明
す
る
技
法
は
、
明
末
清
初
に
至
っ
て
更
な
る
発
展
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
る26

。
更
に
は
、
笑
い
描
写
や
怒
り
描
写
等
、
そ
の
他
の
感
情
表
現
に
つ
い
て
も
論
ず
べ
き
点
は
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る27

。
文
簡
本
を
含
む

諸
版
本
の
比
較
に
よ
り
、
感
情
表
現
の
価
値
に
対
す
る
認
識
・
態
度
の
差
異
や
変
遷
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
更
な
る
研
究
を
通
じ
て
総

体
的
な
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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註1 
詳
し
く
は
拙
稿
「
金
聖
嘆
本
『
水
滸
伝
』
の
泣
き
描
写
と
批
評
」（『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』、
第
四
号
、
六
一
│
八
四
頁
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
金
聖
嘆
は
登
場
人
物
に
対
す
る
自
身
の
評
価
を
泣
き
描
写
の
改
変
を
通
じ
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
宋

江
に
対
す
る
改
変
か
ら
は
彼
を
貶
め
る
意
図
が
、
燕
青
に
対
す
る
改
変
か
ら
は
彼
を
称
揚
す
る
意
図
が
窺
え
る
。

2 

『
水
滸
伝
』
の
泣
き
描
写
の
論
考
に
は
、
汪
遠
平
「《
水
滸
》
的
哭
態
描
写
」（『
吉
林
大
学
社
会
科
学
学
報
』、
一
九
八
五
年
第
一
期
、
五
一
―
五
七
頁
）

が
あ
る
が
、
版
本
を
跨
い
だ
検
証
を
行
っ
て
い
な
い
。『
三
国
志
演
義
』
の
泣
き
描
写
の
論
考
で
は
、
吉
永
壮
介
「『
三
国
志
演
義
』
の
涙
の
力
学
」

（『
藝
文
研
究
』、
第
一
〇
五
号
第
一
分
冊
、
二
三
―
四
〇
頁
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）
が
最
も
詳
し
い
。

3 

嘆
き
表
現
や
比
喩
表
現
等
、
検
証
対
象
の
選
定
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
泣
く
こ
と
」
を
表
す
動
詞
八
種
（「
哭
」「
泣
」「
号
」「
啼
」

「
涙
」「
涕
」「
慟
」「（
哽
）
咽
」）
の
み
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
泣
き
描
写
の
出
現
回
数
を
数
え
る
際
、
回
名
や
会
話
文
中
、
詩
詞
中
の
泣
き
を
表
す

語
、
動
物
の
鳴
き
描
写
は
除
い
た
。
同
一
の
泣
き
描
写
の
中
に
同
じ
字
が
複
数
用
い
ら
れ
る
場
合
は
一
回
と
し
て
数
え
た
。
設
定
し
た
基
準
に
よ
っ
て

は
異
な
る
結
果
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
動
詞
は
そ
れ
ぞ
れ
泣
き
方
や
程
度
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
使
わ
れ
た
語
句
の
異
同

状
況
で
は
な
く
泣
き
描
写
の
有
無
に
主
眼
を
置
い
て
調
査
を
進
め
た
。

4 

白
木
直
也
『
水
滸
傳
諸
本
の
研
究
そ
の
一　

巴
黎
本
水
滸
全
傳
の
研
究
』（
著
者
自
印
、
一
九
六
五
年
）
等
参
照
。

5 

容
本
の
原
文
は
『
明
容
與
堂
刻
水
滸
傳
』（
全
四
冊
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）、
訳
文
は
井
波
律
子
訳
『
水
滸
伝
』（
百
回
本
、
全
五
冊
、

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
に
基
づ
く
。

6 

涂
秀
虹
「《
水
滸
志
伝
評
林
》
版
本
価
値
論
―
以
容
与
堂
本
為
参
照
」（『
明
清
小
説
研
究
』、
二
〇
一
四
年
第
二
期
、
八
六
―
一
〇
一
頁
）、
九
〇
頁
参

照
。

7 

小
松
謙
「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告 

人
文
』、
第
六
八
号
、
五
五
―
九
一
頁
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
）、
五
九
頁
等
参
照
。

8 

丸
山
浩
明
『
明
清
章
回
小
説
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）、「
付
録
一 
水
滸
伝
簡
本
浅
探
―
劉
興
我
本
・
藜
光
堂
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
二
三
二

―
二
三
四
頁
参
照
。

9 
 

注
7
小
松
氏
前
掲
論
文
、
九
〇
頁
注
7
参
照
。

10 

『
二
刻
英
雄
譜
』（
全
三
冊
、
同
朋
舎
、
一
九
八
〇
年
）、
第
三
冊
巻
末
「
解
説
」（
小
川
環
樹
著
）、
四
頁
参
照
。

11 

氏
岡
真
士
「〝
英
雄
譜
〞
諸
本
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』、
第
二
四
号
、
一
―
一
六
頁
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）
参
照
。
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12 

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
が
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
し
て
い
る
も
の
を
使
用
し
た
。http://w

w
w.tulips.tsukuba.ac.jp/m

ylim
edio/search/book.do?nqid=4

&
m

ode=sim
p&

database=local&
searchTarget=B

K
&

queryid=3&
position=1&

bibid=892332&
detailC

ategory=book

（
二
〇
二
〇
年
一
月
十

日
最
終
閲
覧
）

13 

こ
の
場
面
で
は
宋
江
の
泣
き
が
一
箇
所
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
泣
き
描
写
が
違
う
形
と
な
っ
て
直
前
に
現
れ
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

14 

『
水
滸
伝
』
に
お
け
る
「
忠
」「
義
」
及
び
「
忠
義
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
笠
井
直
美
「
隠
蔽
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
「
忠
義
」
―
『
水
滸
傳
』
の
「
忠
義
」

を
め
ぐ
る
論
議
に
關
す
る
一
視
點
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』、
第
四
四
集
、
一
七
二
―
一
八
六
頁
、
一
九
九
二
年
十
月
）、
荒
木
達
雄
「『
水
滸
伝
』

に
見
え
る
「
義
」
の
解
釈
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』、
第
一
三
号
、
二
二
―
四
八
頁
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）
等
の
論
考
が
あ

る
。
笠
井
氏
は
『
水
滸
伝
』
の
「
忠
義
」
と
は
損
得
や
結
果
、
自
身
の
犠
牲
を
考
慮
せ
ず
、
他
人
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は

本
来
限
定
さ
れ
な
い
と
し
た
。
そ
の
対
象
は
大
ま
か
に
「
朝
廷
」「
仲
間
・
義
兄
弟
」「
一
般
人
・
弱
者
」
の
三
種
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
三
者
に
対
し
て

本
文
で
は
同
様
に
「
忠
義
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
と
氏
は
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
本
来
は
「
忠
」「
義
」「
忠
義
」
と
い
っ
た
概
念
は
様
々
な
性

質
を
持
ち
、
一
義
的
な
定
義
付
け
は
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
朝
廷
や
主
人
に
対
す
る
忠
誠
」
を
「
忠
」、「
仲
間
や
義
兄
弟
に
対
す
る
誠

実
さ
」
を
「
義
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

15 

容
本
の
梁
山
泊
好
漢
の
泣
き
描
写
の
う
ち
、
恐
怖
に
よ
る
も
の
と
認
定
で
き
る
も
の
は
、
護
送
役
人
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な
り
命
乞
い
を
す
る
林
冲
（
第

八
回
）
と
盧
俊
義
（
第
六
二
回
）
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

16 

『
水
滸
伝
』
文
簡
本
の
商
業
性
と
改
変
に
つ
い
て
は
、
注
4
白
木
氏
前
掲
書
に
指
摘
が
あ
る
。

17 

斉
裕
焜
氏
は
比
較
的
遅
め
に
刊
行
さ
れ
た
文
繁
本
が
既
に
流
布
し
て
い
る
文
簡
本
を
参
照
し
て
本
文
を
改
変
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

（
斉
裕
焜
「《
水
滸
伝
》
不
同
繁
本
系
統
之
比
較
」『
中
国
典
籍
与
文
化
』、
二
〇
一
一
年
第
一
期
、
五
三
―
六
二
頁
、
五
五
頁
参
照
）。〈
三
―
八
〉
及
び

〈
三
―
九
〉、
そ
し
て
〈
三
―
十
二
〉
の
場
面
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
崇
禎
年
間
に
編
ま
れ
た
金
聖
嘆
本
に
は
次
の
よ
う
な
泣
き
描
写
が
存
在
す
る
。
訳

文
は
佐
藤
一
郎
訳
『
世
界
文
学
全
集　

水
滸
伝
』（
全
二
冊
、
集
英
社
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

〈
三
―
八
・
三
―
九
（
金
聖
嘆
本
第
四
三
回
）〉

【
金
聖
嘆
本
】
訴
説
假
李
逵
剪
徑
一
事
衆
人
大
笑
又
訴
説
殺
虎
一
事
爲
取
娘
至
沂
嶺
被
虎
喫
了
説
罷
流
下
淚
來
宋
江
大
笑
道
被
你
殺
了
四
箇
猛
虎

今
日
山
寨
裏
卻
添
得
兩
箇
活
虎
正
宜
作
慶

（
そ
こ
で
、
に
せ
李
逵
の
追
剝
の
一
件
を
物
語
る
と
、
一
同
は
ど
っ
と
笑
っ
た
。
さ
ら
に
虎
退
治
の
話
を
し
て
、
母
を
つ
れ
て
沂
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嶺
ま
で
き
た
と
こ
ろ
虎
に
食
い
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
語
り
、
涙
を
流
し
た
。
宋
江
が
今
度
は
お
お
い
に
笑
い
な
が
ら
、「
あ
ん

た
に
虎
が
四
頭
殺
さ
れ
て
、
今
日
は
こ
の
山
寨
に
生
き
た
虎
（
青
眼
虎
と
笑
面
虎
）
が
二
頭
ふ
え
た
と
い
う
勘
定
だ
な
。
ま
こ
と

に
め
で
た
い
こ
っ
た
」）

〈
三
―
十
二
（
金
聖
嘆
本
第
六
〇
回
）〉

【
金
聖
嘆
本
】
賈
氏
道
丈
夫
路
上
小
心
頻
寄
書
信
回
來
説
罷
燕
青
流
淚
拜
別

（
賈
氏
は
、「
あ
な
た
、
道
中
は
な
に
と
ぞ
お
気
を
つ
け
な
さ
い
ま
し
。
手
紙
を
せ
っ
せ
と
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ね
」　

そ
の
言
葉
が

お
わ
る
と
、
燕
青
は
涙
を
流
し
て
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
。）

 

　

前
者
に
は
「
大
書
宋
江
大
笑
者
，
可
知
衆
人
不
笑
也
。（
宋
江
が
大
笑
い
し
て
い
る
の
を
大
い
に
描
く
こ
と
で
、
皆
が
笑
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

る
だ
ろ
う
。）」
等
の
夾
批
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
宋
江
の
非
道
さ
の
強
調
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
は
「
寫
娘
子
昨
日
流
淚
，
今
日
不
流
淚

也
，
却
恐
不
甚
明
顯
，
又
特
地
緊
接
燕
青
流
淚
，
以
形
擊
之
。（
賈
氏
は
昨
日
涙
を
流
し
、
今
日
は
涙
を
流
さ
な
い
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
あ
ま
り
明

確
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
続
け
て
燕
青
に
涙
を
流
さ
せ
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
賈
氏
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
だ
。）」
と
い
う
夾
批
が

あ
り
、
賈
氏
の
不
貞
さ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
燕
青
を
泣
か
せ
た
と
分
か
る
。
金
聖
嘆
本
成
立
時
期
か
ら
し
て
金
聖
嘆
が
文
簡
本
を
参
照
し
て
い

た
可
能
性
は
十
分
あ
り
、
文
簡
本
の
描
写
を
参
考
に
改
変
を
施
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

18 

例
え
ば
、
朱
仝
の
入
山
の
話
（
第
一
八
回
）
で
は
「
聚
義
」
の
た
め
に
子
供
を
殺
害
し
て
い
る
。
人
道
的
行
為
よ
り
「
聚
義
」
が
優
先
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

19 

文
簡
本
の
田
王
故
事
の
該
当
回
は
、
劉
本
の
第
八
五
回
か
ら
一
〇
六
回
、
二
本
の
第
八
二
回
か
ら
一
〇
〇
回
に
当
た
る
。
双
本
は
第
三
一
回
以
降
回
数

表
示
が
消
え
る
た
め
、
本
章
の
原
文
引
用
時
の
回
数
は
全
て
劉
本
に
基
づ
く
こ
と
と
す
る
。

20 

徳
本
の
原
文
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
を
筆
者
が
複
写
し
た
も
の
を
使
用
。
訳
文
は
駒
田
信
二
訳
『
水
滸
伝
』（
百
二
十
回
本
、
全
八
冊
、
講
談
社
文

庫
、
一
九
九
一
年
）
に
基
づ
く
。

21 

笠
井
直
美
「『
水
滸
』
に
お
け
る
「
対
立
」
の
構
図
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』、
第
一
二
二
冊
、
四
三
―
一
一
八
頁
、
一
九
九
三
年
十
一
月
）、
四

七
―
四
八
頁
参
照
。

22 

注
21
笠
井
氏
前
掲
論
文
、
一
〇
八
頁
、
注
9
参
照
。
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23 

注
21
笠
井
氏
前
掲
論
文
、
五
三
―
五
四
頁
参
照
。

24 
注
21
笠
井
氏
前
掲
論
文
、
一
〇
八
頁
、
注
10
参
照
。

25 
劉
本
、
二
本
は
「
穆
弘
」
と
作
る
。
捕
ら
え
ら
れ
た
人
物
は
、
双
本
・
劉
本
は
「
雷
横
等
四
人
」、
二
本
は
「
穆
弘
等
四
人
」
と
す
る
。
実
際
に
捕
ら

え
ら
れ
た
の
は
穆
弘
で
あ
る
た
め
、
二
本
の
み
が
整
合
性
が
取
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
の
双
本
の
「
穆
横
」
と
い
う
の
は
「
穆
弘
」
と
「
雷

横
」
が
混
ざ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

26 

明
末
清
初
の
長
篇
白
話
小
説
の
泣
き
描
写
に
つ
い
て
は
、
注
2
吉
永
氏
前
掲
論
文
及
び
注
1
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
金
聖
嘆
本
と
同
様
、
毛
宗

崗
批
評
『
三
国
志
演
義
』
で
も
作
者
自
身
が
泣
き
描
写
を
通
じ
て
自
ら
の
価
値
観
を
示
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。

27 

笑
い
描
写
、
怒
り
描
写
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
、
汪
遠
平
「
百
種
情
懐
百
般
笑
―
《
水
滸
》
的
笑
態
描
写
」（『
遼
寧
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』、

一
九
八
四
年
第
六
期
、
五
二
―
五
七
頁
）、
吉
永
壮
介
「『
三
国
志
演
義
』
の
怒
り
の
諸
相
」（『
藝
文
研
究
』、
第
一
〇
七
号
、
六
五
―
八
四
頁
、
二
〇

一
四
年
十
二
月
）
等
が
あ
る
。


